
 

 

 
                                                                                             

「目 の前 にある試 練 をチャンスと思 え」 
 

早いもので２０２２年もひと月が経過しました。変異を繰り返す新型コ

ロナウイルスが再び感染拡大していますが、人々は様々なところで知恵を

絞り工夫を重ねつつ社会生活を営んでいます。こう考えるとここ２年ほど

が「特別な時代」のように思えますが、ではそもそも「安定した時代」な

どあったのでしょうか。これまでにもしばしば社会を揺るがすような出来

事や「○○ショック」などが起こり、私たちはそれに対応してきました。

このように、社会の変化に対する適応力を身につけることが求められます。

それは何か特別なことをすると言うよりも、意識を高めて授業や部活動に

臨み、しっかりとした学校生活を日々送ることで培っていけるのではない

でしょうか 

戦国時代の武将山中鹿介は「願わくば、我に七難八苦をあたえ給え」と

祈ったといわれています。コロナ禍が自分自身を成長させる時期と捉え直

せば、残りの高校生活の過ごし方も変わってくるはずです。これまでとは

見方・考え方を変え、自分の進路についても前向きに考えていってくださ

い。（文責 山口） 

 

【今後の主な進路行事予定】 

月 日 曜 行 事 予 定 

 2/21. 月 2 年進路比較シート 2 回目の配布  ※ 提出 3/15 

24 木 3 年生、卒業生による進路体験発表会 

3/ 3 木 2 年小論文講座① 

15 火 2 年小論文講座② 

16 水 2 年進路ガイダンス ※ 新型コロナの状況で変更あり 
 
※ 2/15 から学年末考査が始まります。しっかり取り組みましょう。 
※ 進路行事を有効に活用し、情報収集に努めましょう。 
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進 学 「scientia est potentia（知は力なり）  」 
 

現在、１年生では授業中に国語の聞き取り練習を行っており、その中で

「メモを取ること」の大切さについても学びました。１月２０日に１年生

に向けた進路講話が行われ、進学にあたっての心構えや入試の方法につい

て話がありましたが、メモを取る力を発揮できたでしょうか。以下の空欄

に言葉を入れてみましょう。１、出願の方法には、①（   ）②（   ）

③（   ）の三つがあるので、どの方法が自分に適しているか、各試験

の内容について情報を集めることが大切である。２、①②の方法を利用す

る場合は、推薦の基準に④（  ）や⑤（  ）が課されている学校がほ

とんどであるため、計画的な学習が大切である。 

さて、５つとも答えることができたでしょうか。これから１，２年生は

たくさんの進路についての集会・講話があります。その折々に、自分にと

って必要なかつ大切な情報を蓄積していきましょう。（解答は「進路の手

引き」を確認してください）（文責 峰松） 
 
 
 

就 職 「 次は２年生の番 」 
 
 １月 25 日に開催した 2 年生対象の「県内企業説明会」

を振り返ってみましょう。今年も昨年に引き続きリモー

トで２グループ（各 8 社）の説明を聞きました。  

大変よかった 良かった 普 通 あまり良くなかった  良くなかった 

40（61.5%） 23（35.4%） 2（3.1%） 0 0 
 
< 感想 > 今回はコロナの影響でリモートでの実施になりましたが、それでも実施

してくださった企業の方々や準備してくださった先生方に感謝したいです。色々な企

業の経営理念や仕事内容について詳しく知ることができました。県内で就職をしたい

と思っているので、今回の県内企業説明会に参加できて良かったです。  
※ 2 年生の皆さん、いよいよ次はあなた方の番です。今後は「自分磨き」

と「企業情報の収集」「学力アップ」に取り組みましょう。（文責 吉田） 



令和３年度 １年『進路講演会』 アンケート及び感想 
  
 今年度予定していた「職場体験学習」が新型コロナ感染拡大に伴い、昨 

年度に続いて中止となりました。その代替行事として「進路講演会」を実 

施しました。昨年度と同様に麻生情報ビジネス専門学校の徳久晶子先生の 

講演をリモートで行いました。実際の職場で仕事を体験できなかったこと 

は残念ですが、今後世の中がどのように変化していくのか、そのために皆 

さんはどのような準備が必要なのか、普段聞くことのできない話を聞けた 

のではないでしょうか。 

 今回の講演会で得た情報や知識を今後の生活に生かしていかないと意 

味がありません。以下に講演会のアンケート結果と皆さんの感想を掲載し 

ますので、振り返りをしてください。 
 
<アンケート結果>  
今回の講演はどうでしたか。（単位％）  

大変参考になった 参考になった あまり参考にならなかった 参考にならなかった 

110（65.9） 

172（78.9） 

48（28.7） 

46（21.1） 

6（3.6） 

0 

3（1.8） 

0 
 

※ 下段は昨年度データ 

<感想>  
・ 昔の時代に比べて、すごく恵まれている時代に生まれた私たちだから 

こそできることがあると思いました。何に関しても、人任せにするんじ 

ゃなくて自ら目標を決めて、自らチャレンジしていきたい。そして、こ 

れからの時代は、いろいろなことを自分でできる時代だと思うので、子 

育てと仕事の両立などをしていって、楽しくて幸せだったと思えるよう 

な人生にしていきたい。  
・ 徳久晶子先生の講演を聞いて、今までより進路に対しての考えがとて 

も大事なことなんだなと思いました。これから必要なのは、どんな状況 

になってもあきらめず粘り強く努力する悪戦苦闘能力や、ユーモアにあ 

ふれた考え方も時には必要なんだなと思いました。私はまだ将来したい 

ことや進路がまだ明確になっていません。なので自分のしたいことをで 

き、後悔しないような道に進みたいと思いました。   



 
諫商での 3 年間を振り返って 

 
 3 年生の皆さんが評価した自身の進路先に対する満足度、進路行事の

評価をまとめてみました。（回答数：112 名） 

１・2 年生もぜひ参考にしてください。 
 

 
問１ 卒業後の進路に満足していますか？ 

☆ 大変満足 63 名（56.3%） 

☆ 満 足 47 名（42.0%） 

☆ やや不満・不満  2 名（1.8％） 
 

全体で 98％の人が大変満足、満足と回答しています。しっかりと目標

を定め、一生懸命努力を続けた結果だと思います。皆さんは、はかり知れ

ない力を秘めていることを実証してくれました。 
 
 
問２ あなたの進路設計や進路実現に役立った進路行事は？ 

 3 年間で実施した進路行事の評価をお願いし、今回は Best３をまとめ

てみました。（各行事を 4 段階で評価したものです。）  

順位 行 事 名 評価 

１ 面接指導 3.73 

２ 職場見学・オープンキャンパス等 3.48 

３ 補習・小論文指導、学習会 3.35 
 
 今年度も面接指導が第 1 位に輝きました。また、「進路だより」も 3.16

の評価でした。今後も皆さんに役立つものにしていきたいと思います。 

 

Coffee Break  
 次の漢字が表す国を答えよう。 

①葡萄牙 ②希臘 ③巴布亜新几内亜 

ヒント：①サッカーが強い国 ②諫商の校章のモチーフといえば  

③「新」は英語で…？ 
 

            ＊答が分かった人は峰松先生まで 

変革の時代  自ら動き出せ  


